第１号様式（第７条関係）

長崎市チャレンジ水産業補助金　事業（収支）計画書


	□
	DX推進支援事業

	□
	地元水産物ブランド化推進支援事業

	□
	６次産業化推進支援事業

	□
	海業推進支援事業

	□
	水産資源回復支援事業




１　申請者概要
	申請者住所
	


	申請者氏名
(役職及び代表者名)
	


	担当者氏名
	


	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	




２　事業計画
	テーマ
	

	事業実施期間
	　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日

	⑴　申請者概要（漁業形態・経営状況・現状の課題）

	








	⑵　事業の概要（目的・取組内容・事業実施体制）

	
















	⑶　事業終了時の目標

	









３　取組スケジュール
	実施時期
	取組内容

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	




４　事業収支計画
⑴　収支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	金額

	自己資金
	

	市補助金
	

	その他収入（　　　　　　）
	

	
	

	合計
	



⑵　支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	内容
	金額

	委託費
	
	

	研究開発費
	
	

	謝金
	
	

	機械設備等導入費
	
	

	旅費交通費
	
	

	広告宣伝費
	
	

	賃借料
	
	

	消耗品費
	
	

	通信費
	
	

	種苗購入費
	
	

	
	
	

	合計
	


※事業を併用する場合は内訳が分かるように記載すること。


第２号様式（第７条関係）
年　　月　　日
（あて先）長崎市長
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

誓約書兼同意書
　私は、長崎市チャレンジ水産業補助金を申請するにあたり、以下の全ての事項について誓約及び同意します。

１　私は、以下のいずれにも該当することを誓約します。
　⑴　補助対象者の要件を全て満たしています。
　⑵　申請書及び添付書類の内容は、事実と相違ありません。虚偽による申請やその他不正が判明した場合には、補助金は返還します。
　⑶　私（法人である場合にあっては、当該団体の代表者、役員又は使用人その他の従業員若しくは構成員の全て）は、次のいずれにも該当しておりません。
　　ア　長崎市暴力団排除条例（平成２４年長崎市条例第５９号）第２条第１項に規定する暴力団
　　イ　長崎市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員
　　ウ　長崎市暴力団排除条例第１２条に規定する暴力団関係者
　⑷　事業の実施にあたり、上記アからウまでに掲げる者（以下「暴力団等」という。）と契約を締結しません。また、暴力団等をこの事業に一切関与させません。
　⑸　当該補助事業により、取得した機械設備等については、補助対象事業の完了後においても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、補助金の交付の目的に従って、その効率的運用を図ります。また、本補助金により取得（又は効用が増加）した財産を、補助金の交付目的に反して処分する場合は、事前に長崎市からの許可を受けます。

２　私は以下のことに同意します。
　⑴　上記の誓約事項についてその内容を確認するため、長崎市の関係部署、他の市町村、警察署その他関係機関に照会をし、確認すること。
　⑵　長崎市による補助金の交付の決定の審査等に必要な報告又は調査等の求めに協力すること。

３　代表者、役員及び監査役の名簿は別紙のとおりです（個人の場合も要記載）。


別紙

	
	氏名
	フリガナ
	生年月日
	業務名
	根拠規定

	１
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	２
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	３
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	４
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	５
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	６
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	７
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	８
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	９
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①

	１０
	
	
	
	チャレンジ水産業補助金
	①


　①長崎市補助金等交付規則


第３号様式（第１０条関係）

長崎市チャレンジ水産業補助金　不交付決定通知書

長崎市指令水産振第　　号
年　　月　　日
住所
氏名　　　　　　　　　様

長崎市長　　　　　　　　　


　　　　年　　月　　日付で申請があった長崎市チャレンジ水産業補助金については、評価会議での審査の結果、交付しないことを決定しましたので、長崎市補助金等交付規則第６条第２項の規定により通知します。

１　不交付となった理由
	





２　審査員から出た意見等
	










第４号様式（第１１条関係）

長崎市チャレンジ水産業補助金　事業変更書


	□
	DX推進支援事業

	□
	地元水産物ブランド化推進支援事業

	□
	６次産業化推進支援事業

	□
	海業推進支援事業

	□
	水産資源回復支援事業




１　変更理由
	








２　変更内容
⑴　補助事業内容
	変更前
	変更後

	









	





⑵　経費配分
（変更前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	支出経費別明細
	事業費
	補助対象経費額
	補助金申請額

	補助対象経費
	科目
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	
	
	



（変更後）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	支出経費別明細
	事業費
	補助対象経費額
	補助金申請額

	補助対象経費
	科目
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	
	
	





第５号様式（第１３条関係）

長崎市チャレンジ水産業補助金　事業明細書


	□
	DX推進支援事業

	□
	地元水産物ブランド化推進支援事業

	□
	６次産業化推進支援事業

	□
	海業推進支援事業

	□
	水産資源回復支援事業




１　事業成果
	























２　課題等
	











３　今後の取組み
	




















４　事業収支決算書
⑴　収支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	金額

	自己資金
	

	市補助金
	

	その他収入（　　　　　　）
	

	
	

	合計
	



⑵　支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	内容
	金額

	委託費
	
	

	研究開発費
	
	

	謝金
	
	

	機械設備等導入費
	
	

	旅費交通費
	
	

	広告宣伝費
	
	

	賃借料
	
	

	消耗品費
	
	

	通信費
	
	

	種苗購入費
	
	

	
	
	

	合計
	


※事業を併用する場合は内訳が分かるように記載すること。


第６号様式（第１４条関係）

長崎市チャレンジ水産業補助金による取得財産等の目的外処分承認申請書

年　　月　　日

（あて先）長崎市長

住所　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　年度に交付された長崎市チャレンジ水産業補助金により取得（又は効用が増加）した財産を、補助金の交付目的に反して処分したいので、長崎市補助金等交付規則第１９条の規定に基づき、次のとおり申請します。

１　取得財産等の名称

２　取得財産等の概要

３　取得等に要した事業費及び補助金額

４　目的外処分の内容

５　目的外処分の理由

６　添付書類

